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●●研究目的

　汎用及び埋込プロセッサ用の高効率コンパイラの開発をめざしている。プロセッサは年々複雑化し、それ
を利用したアプリケーションも大規模化してきている、今後のシステム開発においてはソフトウェアもハー
ドウェアと同程度に重要な課題となってきており、コンパイラを代表とする自動コード生成、自動並列化技
術はその中でも鍵として注目されている。

●●研究テーマ
GPGPU向けコンパイラ
　GPGPU向けにアプリケーションを開発するた
めには、アーキテクチャとCUDAを始めとする専
用言語の知識が必要になる上に、プログラマは性
能を引き出すために様々に試行錯誤を繰り返すこ
とになり、あまり容易ではありません。そこで、
C言語からCUDAへとコードを再構成するコンパ
イラを提案しています。提案コンパイラでは、入
力コードをタスクに分割した後, 各タスクの性質
に応じて CPU/GPU への割り当てを行い、更に
GPUアーキテクチャに合わせたチューニングを行
い、実行効率の向上や消費エネルギーの低減を目
指しています。

動的言語向け自動並列化JITコンパイラ
　携帯機器などのアプリケーションはpythonなど
の動的言語スクリプトで書かれることが多く、通
常、それらは仮想マシン上において、インタプリ
タ及び処理の高速化を指向したJIT（Just-In-Time）
コンパイル方式の処理系により、逐次実行的に実
装されている。しかしながら、この実装では「並
列化」という概念が欠けており、時流から携帯機
器でもCPUがマルチコア化して、並列処理により、
処理速度を向上させることも嘱望されている。そ
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動的言語処理系の自動並列化JITコンパイル方式
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こで、動的言語処理系に「自動並列化」の概念を導入して、その１つの実装方法を提案している。例題プロ
グラムによる検証実験では、並列化による性能向上が確認されている。

マルチコア向け細粒度自動並列化コンパイラ
　集積回路の微細化が進み、複数のプロセッサコ
アをプロセッシングエレメント（PE）として１
チップに搭載することも盛んである。このような
アーキテクチャに対して、汎用高級言語で書かれ
たソースプログラムから自動的に効率的な処理を
可能とするオブジェクトコードを生成できる自動
並列化コンパイラ技術が嘱望されている。本研究
室では、この自動並列化をより細かいコード片単
位で行うことで、各PEにおける制約やPE間にお
ける通信などの制約をより詳細に評価できるコン
パイラを目指しています。

動的再構成可能プロセッサ向けの自動コード生成
　動的再構成可能プロセッサは、並列処理やパイ
プライン処理による高い演算能力を持つだけでな
く、動的に回路構成情報であるコンテクストを変
更できることにより、様々なアプリケーションに
柔軟に対応可能であり、現在注目されている技術
の１つです。この動的再構成可能プロセッサと汎
用プロセッサを組み合わせて利用する場合に、効
率的な処理を可能とするためには、与えられたプ
ログラムのどの部分をコンテキストとして実現す
るか、また、実行中のどのタイミングでコンテキ
ストを書き換えるか、など様々な要素を考慮する
必要があり、今後の研究成果が期待されています。

●●教員からのメッセージ

　コンパイラ開発の上で、プロセッサアーキテクチャに直接関係する最適化や自動並列化などの部分につい
ては、まだまだ手探りの部分もあります。コンパイラ開発では、実際にプログラミングすることも必要にな
りますが、何よりもブレークスルーを産む原動力は熱意と根気、それに多方面からものを捉えられる頭の柔
らかさ、残された難しい問題に挑戦する元気のあるバラエティに富んだ学生の皆さんを歓迎します。
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